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　　6．山塊に偉ふ流星群の雪在判定につ9sて
　さて，以上の如き流星群輻射霜が擬測された場合，それが彗星出現の直後乃
至は十欺年毎迄であれば，点者の關油性は略々確定的であらう．然しながら，
それが数十評点ぴはそれ以上、も隔って居ると，關係は甚だ怪しくなって盛る．
丈量茂先生も，“彗星”の中で，“漏る流星群の軌道と藪十年隔った年代に出現
した彗星の軌道と類似レて居る様な場合もあるが，その様な場合には同じ彗星
族に寵するものと考へられるかも知れないが，』直接面面があるとは考へ難い”
と述べて居られ，』 ｬ愼先生も同様の御意見を持って居られる．勿論筆者はこれ
を否定し得ないから，第20世紀初期の彗星に關熟する流星群が現在爾活動を績
けて居るとは老へない．（無論，191111等の特殊な例外は別として．）一般に，
彗星出現當時の槻測から，理論輻射鮎の附近に得られた輻射黙を捜すべきと思
ふ．そめ面面，彗星族とか，流星物質の撒布された範團等に注目する場合に
．は，現在も，その流星群を注目する必要が認められる．
　要するに，山本先生が19271X彗墨に附随する流星群を豫報された際に（“天
界”第87號），“流星歎が少ければ少いといふ事が，叉，多ゆれば多いと1云ふ事
が何事にもかへ難い事實なのである”と論じて居られるのを，彗星に件ふ流星
群の灘を験する場く含の指導原理としたい．
　叉，この場合，流星の速度の少しでも眞に：近い値を知る事が，有利なのでは
無かろうか？　この爲には，出現が顯著ならば，廻韓翼による爲面的方法が良
いのであらうが，さうでなくても，E。　Opik氏の如きrocking　Inirrorに依る
直接法とか，小棋先生が“天界”第197號に紹介された間接的：方法等，どんな
ものであらうか？
　一丁，理論輻射窯と観測輻射黒占との隔りがどの程度以下ならぼ，“豫想通り
の流星群を得た”と考5られるかと云ふと，筆者は，週期的な彗星で，流星物質
が室間内の廣範園にわたってみると考へられるものはさて置いて，若い新彗星
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では，数度以内であらうと思ふ．10度も距って居れば，軌道要素はまるで異る
ものである．但し，この場合豫報のしと，観測時のしとが，三密に云へば，一
藪：してみる事が必要である．しの値が異なれば，たとへ關聯性はあっても，軌
道要素は異って借るr
　具三門にその一例を示すごとにする．東亜天文二二紀要第85號の，流星課で
得られた輻射黒占の表の中で，吉井St一・氏観測の1618番の輻射黙がr上述した
1925XII彗星に二二する流星群の輻射貼と似てみる．帥ち，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差
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　しが4度近くも異るから，理想的でないが，他に適例が無V・から，これを．探
った．との槻測のWeightは1との事であるが，理論輻射黙との大圏距離は
5，3度である．この値から，流星群の軌道：要素を計算して，・1925XIIと比較す
ると，下の檬になる．
????
　流星群
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9194
1925　．XII
140．721
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144．607
　02635
　1．
　理論的にも，ωは一致し難いものかも知れないが，兎に角20度以上距ってみ
るし’，qも随分と違ふ；輕験の淺い筆者には噺言出來ないが，この位の一致で
は關聯性は有る無しの境位では無いだらうか？．　この理由はしが違ふ事にあ
・る．元來，これが1925XII彗星に關聯してみるものならば，槻測時のしが理
　　　　　　　　　　　　　　　　を論輻射黙計算の時のLより大きい故に，赤経も，理論値より大きく，從って
差（O－C）は正となる筈である．然るに1これが負になってみる．・從って，し
が等しければ流星群のωは，もっと1925XIIのωの値に近づく筈である，
　叉，前述したバリ彗星に關聯する流星群には，オリオン座流星群の他に，水
瓶座流星群があることは，周知のことであるが，彗星と流星との關聯といふ立
場から見れば，爾者の活動が俘ふかどうか，つまり出現数の増減に相關が認め
「られるか否かといふ様な瓢にも，注意する必要があると思ふ．これは，第3表．
の輻射鮎についても，1916111や，1939111に適用出門る．
天界269　　　　　　第20世紀の彗星に關聯する流星群に就いて　　　　　　　　　357
　　あとカミき　上に掲げた輻射黙の推算位置は，1941年冬，筆者が東京府立六
中天艦観測班回報誌上で論じた方法を，改良して行ったもので，元來，稜表の
意志等が無かったのでありますが，山本先生から襲表せよとのお言葉を頂きま
したので，無畜も省りみす，仰せに射つた様な次第であ砂ます．そんな謬で，
山本先生には種々御面倒をお掛け致しました．叉，山本先生，小潮先生からは
有力な御高見を頂きました．末筆で御座いますが，謹んで御禮申し上げます。
叉同好の畏友富田弘一郎氏からは，筆者の有たなかった資料の便宜を得，星野
實君からは，計算法につき，御助言を頂きました．合はせてtt感謝致します．
　一生懸命書きましたものの，その道の．Expert．と目される方kが御覧にな
れば，氣が付かすに過した誤りや，老へ違ぴも有ウ勝ちと存じます．そんな黙
は，何卒御教示下さいます様お願ひ致します．（1943－7－5記）
海　軍　と　天　女
海軍少佐　塚本瞬一郎　（講演筆記）
　凹々たる洋上，または長距離爆撃行におけるわが艦，わが機の位置を繕えず正確に四駅
といふ事が，あらゆる作興活動の基本となる．此の爲め太陽，月，星を観測して，我が位
置を確定しようとする天測員の苦心は，並大抵ではない・眞蘇潜攻撃前，摩しない太ZF洋
上にあって“大作載に狂ひを生じさ．せぬために，艦の位置を最も正確に測定せねばなら
ぬ”といふので，自分も，こ～土十数年間，修練してきた天測の腕を振つナこ．
　天佑にも，夜明から上天氣であった．書間は，じく々々灼けつく甲板上で，太陽と向ひ
あっ’Z‘，六分儀に噛りつき，夜は星を観測して，一睡もしなかったが，　藁のこの努力に
よって，廣漠たる旧卒洋上において，正確な艦位置をつきとめる事が出來，從って，現位
置から，日ざすハワイまでの距離，方向が確定したので，母艦を飛びたつた飛行機は，示
されナニ方向へ飛翔した時，まさしく眞三一を翼下に見たのである．
　マVI臨海載の戦果も，敵螢見の位置が正確であった爲であり，支那事攣壁頭敢行され
た南京への渡洋爆撃でも，天測によって飛行機の位置を正確にkn　b得た埋めである．洋上
に於ける自己の位置の確定が，如何に大切であるかは，空母と飛行機の關係で最も明瞭に
示されて居る．
　荷ほ，敵の空爆の危瞼を冒して前進する潜水艦が，天測によって，自己の位置を知る爲
には，海上に姿を現はすほんの問隙に瞥見した星に依って，確定しなければならぬと言ふ
苦心が絶えず擁はれて居る，（職責筆記者）
